
千
里

去岩
阪を
神 駆
角、 け
行 主
電 軍
鉄 要

阪 G
急
電

千

二
十
回
生

浅

平

野

倉

明
治
四
十
三
年
(
一
九
一

O)
三
月
十
日
、
箕
面
有
馬
電
気
軌

道
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
阪
急
電
鉄
は
、
今
年
、
開
業
一

O
O周

年
を
迎
え
、
そ
の
記
念
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
六

0
0
0

丞
阜
両
に
華
十
や
か
な
装
飾
を
施
し
、
車
内
に
は
、
墜
電
鉄
の
一

0
0年
を
紹
介
す
る
歴
史
筆
衣

・
堅
苦
車
両

・
乗
車
券

・
豆
知

識
な
ど
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
た
「
阪
急
電
鉄
一

O
O年
ミ
ュ

l

ジ
ア
ム
号
」
を

一
編
成
の
み
運
行
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
電

車
は
宝
塚
線
の
み
に
て
の
運
仔
な
の
で
、
残
念
な
が
ら
千
里
線
で

は
お
目
に
掛
る
事
が
出
来
な
い
。

文
、
墜
電
鉄
で
は
、
三
月
十
四
日
に
京
整
本
線
、
正
雀
i
南

茨
木
間
に
新
駅
と
し
て
「
摂
津
市
」
駅
を
開
巻
。
せ
た
。
こ
の
駅

は
、
太
陽
光
発
電
や
各
種
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
導
入
し
た
日

本
初
の
「
カ
ー
ボ
ン

・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し

て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
今
年
は
阪
急
電
鉄
に
と
っ
て
は
何
か
と
話

題
の
多
い
年
に
な
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
大
正
十
一
年
〈

一
九
二
一
)
四
月
一
日
に
北
大
阪
電

気
鉄
道
が
開
望
。
せ
た
我
ら
の
千
里
山
線
は
、
今
年
で
開
業
八
十

九
年
か
通
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ー
戦
後
、
初
の
千
里
山
親
専
用
車
両
l

昭
和
二
十
三
年

(
一
九
四
八
)、

京
阪
神
急
行
電
鉄
は
、
資
材

の
割
り
当
て
を
受
け
て
七
O
O形
車
両
、
十
両
を
建
造
し
た
。

こ
の
車
両
は
モ
ー
タ
ー
の
出
力
が
低
く
、
高
速
運
転
に
は
不
向

き
の
た
め
に
千
里
山
線
専
用
車
両
と
し
て
、
当
初
-
一一
両
一
編
成

で
運
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
千
里
山
線
の
三
両
編
成
化
の
実

施
に
A
P
わ
せ
、
昭
和
三
十
一
年
(
一
九
五
六
)
、
前
号
で
お
伝
え

し
た
昭
和
十
八
(
一
九
四
三
)
年
製
の
車
両
を
七
五

O
形
と
し
て

中
間
車
に
組
み
込
み
三
両
編
成
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
後
年
は
嵐

山
線
に
転
用
さ
れ
、
昭
和
五
十
一
年
(
一
九
八
六
)
七
五

O
形
を

挟
ん
だ
ま
ま
全
車
両
が
廃
車
処
分
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
電
車
の
写
真
は
会
誌
十
一
号
に
掲
撃
。
れ
て
い
る
。
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こ
の
車
両
は
、
車
長
川
約
一
七

・
六一

m
・
車
幅

ι利
一
て
八
九

m
・
蔓
品
川
ハ
約
三

・
七
O
m
で
あ
る
。



ー
貨
車
の
台
車
を
使
っ
た
新
造
車
|

新
京
阪
鉄
道
に
よ
っ
て
昭
和
三
年
(
一
九
二
八
)
に
造
ら
れ
た

三
0
0
0形
有
が
い
電
動
貨
車
二
両
が
、
昭
和
三
十

一
年
(
一
九

五
六
)
に
廃
車
と
な
り
、
同
年
、
そ
の
台
車
と
轡
高
を
流
用
し
て
建

造
さ
れ
た
の
が
二
一

O
形
車
両
で
あ
る
。
こ
の
電
車
は
三
両
一
編

成
の
恒
久
連
結
婁
型
車
で
、
こ
の
一
編
成
の
み
し
か
建
造
さ
れ
な

か
っ
た
が
、
中
間
車
両
は
予
備
品
の
台
車
を
使
用
し
て
二
六
O
形

と
し
て
造
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
電
車
は
モ
ー
タ
ー
の
出
力
が
小
さ

く
、
又
、
台
車
ホ
貨
車
用
の
小
ぶ
り
な
物
で
あ
っ
た
為
に
、
専
ら

千
里
山
線
で
運
用
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
八
年
(
一
九
六
二
、

嵐
山
線
に
移
さ
れ
、
昭
和
五
十
一
年
(
一
九
七
六
)
に
廃
車
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
車
両
は
、
そ
の
後
、
中
間
車
両
会
除
く
二
両
が

広
島
電
鉄
盤
会
在
に
譲
渡
さ
れ
、
同
社
の
宮
島
線
で
平
成
元
年

(
一
九
八
九
)
ま
で
運
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
電
車
で

は
な
く
「
台
車
」
は
、
貨
車
と
し
て
二
十
八
年
。
京
阪
神
急
行
電

鉄
の
電
車
と
し
て
二
十
年
。
広
島
電
鉄
で
士
二
年
。
通
算
六
十

一

年
間
、
現
役
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
電
車
の
写
真
は
会
誌
十
一
号
に
掲
撃
。
れ
て
い
る
が
、

写
真
の
二
一

一
易
量
は
、
広
島
電
鉄
で
は

一
O
八
二
号
車
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
。

こ
の
車
両
は
、
車
長
N
約

一
五・

O
八
m
・
車
一
腎
二

・七
五

m

定
し
、
こ
れ
以
降
の
新
造
車
は
、
全
て
、
こ
の
寸
法
に
基
づ
い
て

建
造
す
る
こ
と
に
し
た
。

上
京
都
1
宝
塚
聞
を
走
っ
た
七

一
O
系
l

昭
和
二
十
五
年
(
一
九
五

O)
、
京
都
線
特
急
専
用
車
両
と
し

て
十
四
輔
が
建
造
さ
れ
た
こ
の
電
車
は
、
複
電
圧
車
{
注
]
と
し

て
の
特
性
を
生
か
し
、
日

・
祝
日
に
は
京
都
ム
主
塚
聞
の
〔
歌
劇

特
急
〕
に
も
運
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
後
継
の
二
八

O
O系
車
両

の
登
場
に
よ
り
、
運
用
が
急
行
・
普
通
中
心
と
な
り
、
ド
ア
も
二

扉
か
ら
三
扉
に
改
造
さ
れ
、
千
恩
謀
・嵐
山
線
で
弘
〉
使
わ
れ
た
が
、

昭
和
五
十
八
年
(
一
九
八
三
)
廃
車
さ
れ
て
い
る
。

〔歌
劇
特
急
〕
は
、
不
定
期
列
車
と
し
て
、
昭
和
四
十
三
年
(
一

九
六
八
)
ま
で
運
転
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
〔
歌
劇
特
急
〕
と
は

通
称
で
正
式
名
称
は
な
か
っ
た
。
京
都
か
ら
来
た
こ
の
電
車
は
、

十
三
で
宝
塚
線
に
そ
の
ま
ま
直
接
乗
り
入
れ
た
の
で
は
な
く
、
神

戸
線

・
今
津
線
を
経
由
し
て
宝
塚
ま
で
運
行
さ
れ
て
い
た
。
所
用

時
間
は
当
初
、
七
十
三
分
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
六
十
四
分
に

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
電
車
の
写
真
は
会
誌
十

一
号
に
掲
巷
c
れ
て
い
る
が
、

〔京都〕

・
〔
宝
塚
〕
の
ヘ
ッ
ド
マ

l
ク
を
付
け
た
、
こ
の
電
車
の

写
真
は
貴
重
な
資
料
と
な
る
写
真
で
あ
る
と
思
'
フ
。

車
高
日
三
・
六
三

m
で
あ
る
。

京
阪
神
急
行
電
鉄
が
千
里
山
線
専
用
の
車
両
を
建
造
し
た
の
は

こ
の
車
両
が
最
後
で
、
こ
れ
以
後
の
新
造
車
両
は
、
先
ず
、
京
都

線
で
運
用
さ
れ
、
そ
の
後
、
千
里
山
線
で
も
併
用
さ
れ
た
後
、
嵐

山
線
に
因
さ
れ
る
と
言
う
パ
タ
ー
ン
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、
私
の
推
定
で
あ
る
が
、
昭
和
三
十
一
年

(
一
九
五
六
)
当
時
、
千
里
山
線
を
駆
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
電
車

は
、
車
長
が
、
=
了
七
一

m
の
「
マ
ッ
チ
箱
」

・
一
四

・
七
七

m

の
「
流
線
型
」
・
一
九
・

O
五

m
の
「
大
型
車
」

・
一
七
・
六

一
m

の
「
七

O
O形」
・
一五

・
O
八

mの
コ
二

O
形
」
と
、
車
長
の

異
な
る
電
車
が
混
在
し
て
千
里
山
線
を
走
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
は
素
朴
な
疑
問
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
、
来
た

電
車
に
よ
っ
て
乗
車
位
置
が
異
な
り
、
整
列
乗
車
な
ど
は
、
と
て

も
無
理
だ
っ
た
の
で
は
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
ど
う
で
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か

・
・
・
・
・

思
い
出
せ
な
い
。
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上
阜
両
規
格
の
統
一

ーー

京
阪
神
急
行
電
鉄
で
は
、
昭
和
二
十
五
年
(
一
九
五

O)
、
京
都

線
の
一

O
O形
車
両
と
神
戸
操
の
九
二

O
形
車
両
を
参
考
に
し
て
、

神
戸
線

・
宝
塚
線

・
京
都
線
、
三
線
共
通
車
体
の
基
準
を
、
車
長

H

一
九
・

O
O
m
・
車一幅
H
二
・
七

O
m
・
蔓
両
四

・
二
六

mと
制

京
阪
神
急
行
電
鉄
で
は
、
同
時
期
に
神
戸
線
用
の
八

O
O系
車

両
を
使
用
し
て
、
神
戸
1
京
都
聞
を
六
十
五
分
で
結
ぶ
直
通
特
急

も
運
行
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
現
在
、

J
R
西
日
本
の
新
快
速
は
、
京
都
1
三
ノ

宮
聞
を
五
十
三
分
で
走
っ
て
い
る
。

{
注
]
複
電
圧
車
と
デ
ッ
ド

・
セ
ク
シ
ョ
ン

当
時
、
京
都
線
の
架
線
電
圧
が
一
五

O
O
V
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
神
戸
線

・
宝
塚
線
は
六

O
O
V
で
あ
っ
た
。
文
、
京
都
線
も

十
三
・
梅
田
聞
は
宝
塚
線
の
線
路
を
使
用
し
て
い
た
の
で
、
梅
田

へ
の
乗
り
入
れ
に
は
、
両
方
の
電
圧
に
対
応
す
る
設
備
を
持
っ
た

電
車
が
必
要
で
あ
り
、
京
阪
神
急
行
電
鉄
で
は
、

〈お
し
ど
り
方
式
〉

と
呼
ば
れ
る
塑
自
の
昇
圧
切
換
え
方
式
を
開
発
し
た
。
こ
の
方
式

は
、
後
に
、
他
社
に
お
い
て
も
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
昇
圧

切
換
え
方
法
と
し
て
は
、
画
期
的
な
方
式
に
な
っ
て
い
る
。

尚
、
電
圧
の
切
換
え
に
当
た
っ
て
は
、
デ
ッ
ド
・セ
ク
シ
ョ

ン(架

線
に
給
電
さ
れ
な
い
無
電
区
思
を
設
け
る
事
が
必
要
で
あ
り
、

当
時
、
こ
の
区
間
は
十
三
駅
を
淡
路
駅
方
向
に
出
て
直
ぐ
の
と
こ

ろ
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、
電
車
が
こ
こ
を
通
過
す
る
時
に
は
、
車

内
灯
が
数
秒
間
消
え
、
電
車
は
惰
行
し
て
い
た
。
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昭
和
四
十
四
年
(
一
九
六
九
)
八
月
二
十
四
日
、
神
戸
線
に
引

き
続
き
、
宝
塚
線
の
架
線
電
圧
も

一
五
O
O
Vに
昇
圧
さ
れ
た
の



で
、
こ
れ
を
機
に
、
こ
の
区
間
は
解
消
さ
れ
た
。

ー
向
形
車
体
の
一

一一一O
O系
と
一
六
O
O系
|

昭
和
三
十
二
年
(
一
九
五
七
)
に
建
造
さ
れ
た
二
ニ
O
O系
車

両
(
十
六
事
と
一
六

O
O系
車
両
(
十
二
事
は
、
車
体
が
同
形

で
、
い
わ
ば
双
子
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
決
定
的
、
注
理
い
は
、

一三

O
O系
は
、
モ
ー
タ
ー
・
台
車
・
ブ
レ
ー
キ
な
ど
の
シ
ス
テ

ム
に
新
機
軸
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
京
都
線
初
の
高
性
能
車
両
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

二
ハ
O
O系
は
、
台
車
・
ブ
レ
ー
キ
等

は
、
従
来
の
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、
モ
ー
タ
ー
は

一
O
O形
(
P

|
6
)
で
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
が
流
用
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
運
用
面
に
お
い
て
も
一

三
O
O系
は
、
そ
の
特
性
を

生
か
し
て
京
都
線
の
特
急
・
急
行
と
し
て
運
用
さ
れ
た
が
、

一
六

O
O系
は
、
主
に
、
千
里
山
線
と
京
都
線
普
通
車
と
し
て
運
用
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
後
継
車
両
の
二
三
O
O系
・

二
八
O
O系

の
各
車
両
の
充
実
に
伴
い
、

二ニ

O
O系
電
車
は
、
昭
和
四
十
六

年
、
七
両
編
成
二
本
に
編
成
替
え
さ
れ
、
千
里
藤
専
用
車
両
と
な

り
、
こ
の
折
に
余
っ
た
二
両
は
宝
塚
線
に
移
籍
さ
れ
て
い
る
。

千
里
山
線
で
運
用
さ
れ
て
い
た
こ
の
車
両
は
、
更
に
、
昭
和
五

十
八
年
(
一
九
八
三
)
、
四
両
編
成
三
本
に
再
編
さ
れ
、
嵐
山
線

に
移
さ
れ
た
が
、
昭
和
六
十
二
年

(
一
九
八
七
)
全
車
が
廃
車
さ

れ
た
。
尚
、
こ
の
車
両
の
最
初
に
建
造
さ
れ
た
五
両
は
二
扉
で
あ
っ
た

十
二
年
(
一
九
六
七
)
に
か
け
て
七
十
八
両
が
建
造
さ
れ
、
後
に
、

阪
急
電
車
の
モ
デ
ル
車
両
と
な
る
三
扉
車
両
で
、
昭
和
三
十
六
年

(
一
九
六

一)
に
、
鉄
道
友
の
令
か
、
通
期
用
電
車
に
与
え
る
賞
と

し
て
新
設
し
た
、
第
一
回
「
ロ

l
レ
ル
賞
」
の
再
愛
車
両
で
あ
る
。

そ
の
上
、
こ
の
電
車
は
元
気
そ
の
も
の
で
、
昭
和
三
十
九
年
(
一

九
六
巴
に
建
造
さ
れ
た
、
後
経
車
両
の
二
八
O
O形
が
、
既
に
、

全
車
両
が
廃
車
処
分
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
い
ま
だ
に
、
京

都
線
・
千
里
藻
で
運
用
さ
れ
て
お
り
、
京
都
線
で
は
準
急
電
車
に

も
起
用
さ
れ
て
い
る
パ
リ
パ
リ
の
現
役
車
両
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
車
両
は
規
格
の
違
い
か
ら
地
下
鉄
に
は
乗
入
を
し
て
い
な
い
。

会
誌
十

一
号
に
写
真
が
掲
撃
。
れ
て
い
る
こ
の
電
車
は
、
屋
根

の
形
か
ら
見
て
、
冷
房
化
さ
れ
た
後
の
車
両
で
あ
る
よ
う
だ
。

「
千
里
山
線
」
か
ら
「
千
思
議
」
へ
と
路
線
名
が
変
更
さ
れ
た

の
が
昭
和
四
十
一
年
(
一
九
六
六
)
十
一
月
十
五
日
で
あ
る
の
で
、

こ
の
電
車
の
初
1
中
期
に
建
造
さ
れ
た
車
両
が
、
路
線
名
が
「
千

里
山
線
」
で
あ
っ
た
時
代
の
最
後
を
駆
け
た
電
車
に
な
っ
た
様
だ
。

ー
ひ
た
す
ら
走
り
に
走
っ
た
電
車
二
八
O
O系
|

昭
和
三
十
九
年
(
一
九
六
恩
か
ら
昭
和
四
十
八
年
(
一
九

七
三
)
に
か
け
て
五
十
六
両
が
建
造
さ
れ
た
こ
の
車
両
は
、

二
扉

の
京
都
線
特
急
専
用
車
両
と
し
て
、
京
都
線
を
駆
け
に
駆
け
、
特

が
、
そ
の
後
、
造
ら
れ
た
車
両
は
、
最
初
か
ら
三
扉
で
建
造
さ
れ

る
と
き
冒
愛
則
的
な
造
り
方
を
さ
れ
た
が
、
最
初
の
玉
両
も
昭
和

四
十
七
年
(
一
九
七
二
)
に
三
扉
に
改
革
さ
れ
、
昭
和
五
十

一
年

(
一
九
七
六
)
に
は
、
全
車
両
が
冷
房
化
さ
れ
て
い
る
。

会
誌
十
一
号
に
掲
撃
。
れ
て
い
る
こ
の
電
車
の
写
真
は
、

コ一

扉
に
改
造
・
冷
房
化
さ
れ
た
後
の
車
両
で
あ
る
様
だ
。

他
方
、
二
ハ

O
O系
は
、
昭
和
三
十
四
年
(
一
九
五
九
)
二
月

十
八
日
、
十

の
直
通
運
転
が
+
本φ
格
化
さ
れ
た
折
に
は
、
こ
の
車
両
が
重
用
さ
れ
、

昭
和
五
十
七
年
(
一
九
八
二
)
頃
ま
で
梅
田
に
乗
り
入
れ
を
し
て

い
た
様
だ
が
、
そ
の
後
、
嵐
山
線
に
転
用
さ
れ
、
昭
和
五
十
八
年

(
一
九
八
三一
)
末
に
廃
車
さ
れ
た
。

こ
の
車
両
も
建
造
時
は
二
扉
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
八
年

(
一
九
七
三
)
に
全
車
が
三
扉
に
改
造
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

一

三
O
O系
よ
り
四
年
も
早
く
廃
車
に
な
っ
た
こ
の
車
両
は
、
冷
房

化
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
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ー
第

一
回
ロ
l
レ
ル
賞
再
黄
車
両

二
三

O
O系
|

か
つ
て
、
千
里
山
線
を
駆
け
た
電
車
も
次
々
と
廃
事
c
れ
、
現

在
、
現
役
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
二
三
O
O
系
の

み
で
あ
る
。

こ
の
車
両
は
、
昭
和
三
十
五
年
(
一
九
六

O)
か
ら
、
昭
和
四

急
の
運
用
か
ら
外
さ
れ
た
後
七
京
都
線
の
急
行

・
準
急

・
普
通

に
私
}
使
用
さ
れ
る
一
方
で
、
北
千
里
1
梅
田
間
の
主
力
車
両
と
し

て
も
活
躍
し
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
車
両
は
、
永
年
に
わ
た
り
高
速
で
運
転
が
続
け

ら
れ
た
の
で
、
そ
の
分
、
車
体
の
消
耗
が
激
し
く
、
又
、
走
行
距

離
が
他
の
車
両
よ
り
多
い
上
、
更
に
、
二
扉
か
ら
三
扉
へ
の
改
造

に
よ
る
車
体
の
強
度
の
低
下
等
も
あ
り
、
な
か
に
は
建
造
後
、
僅

か
十
六
1
七
年
で
廃
車
に
な
っ
た
車
両
も
あ
っ
た
様
だ
が
、
平
成

十
三
年
(
二

O
O
一
)
全
車
両
が
廃
車
さ
れ
て
い
る
。

ー
堺
筋
線
乗
り
入
れ
車
両
|

昭
和
四
十
四
年
(
一
九
六
九
)
十
二
月
六
日
、
翌
年
の
三
月
十

五
日
開
幕
の
大
阪
万
国
博
覧
会
の
開
催
を
控
え
て
、
京
阪
神
急
行

電
鉄
と
大
阪
市
交
通
局
六
号
県
融
緩
と
の
相
互
乗
り
入
れ
運
転
が

開

替
cれ
た
。
そ
の
折
の
対
応
車
両
と
し
て
建
造
さ
れ
た
の
が
三

三
O
O系
車
両
で
あ
る
。
こ
の
車
両
は
昭
和
四
十
二
年
(
一
九
六

七
)
か
ら
昭
和
四
十
四
年
(
一
九
六
九
)
に
か
け
て
一
二

O
両
が

建
造
さ
れ
、
現
在
も
運
用
さ
れ
て
い
る
現
役
車
両
で
あ
る
が
、
大

阪
万
国
博
覧
会
開
催
期
間
中
は
、
後
述
の
大
阪
市
交
通
局
の
六
O

系
と
共
に
「
エ
キ
ス
ポ
準
急
」
{
謹
と
し
て
活
躍
し
た
。
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尚
、
昨
年
十
二
月
に
は
、
相
互
乗
り
入
れ
四
十
周
年
を
記
念
し

て
、
両
社
の

一
部
の
車
両
に
四
十
周
年
を
記
念
す
る
ヘ
ッ
ド
マ
ー

ク
が
取
り
付
け
ら
れ
た
電
車
が
運
転
さ
れ
、
又
、
大
阪
市
営
地
下

鉄
の
特
別
編
成
車
両
が
臨
時
直
通
列
車
と
し
て
、
は
じ
め
て
天
下

茶
屋
か
ら
嵐
山
ま
で
運
行
さ
れ
た
り
し
た
。

堺
筋
線
乗
り
入
れ
車
両
と
し
て
は
、
三
三

O
O系
車
両
に
次

い
で
、
五
三
0
07丞
阜
両
が
、
昭
和
四
十
七
年
(
一
九
七
二
)
か

ら
昭
和
五
十
九
年

(
一九
八
巴
に
か
け
て
一

O
五
両
が
建
造
さ

れ
、
更
に
、
京
都
線

・
千
里
謀
で
特
急
以
下
の
種
別
で
運
用
を
目

的
と
し
て
、
昭
和
五
十
七
年
(
一九
八
二
)
年
か
ら
平
成
元
年
(
一

九
八
九
)
ま
で
に
八
十
三
両
が
建
造
さ
れ
た
七
三
O
O系
車
両
も

平
成
元
年
か
ら
堺
動
線
に
乗
り
入
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
相
互
乗
り
入
れ
車
両
は
、
大
阪
市
交
通
局
の
仕
様
に

併
せ
て
建
造
さ
れ
た
も
の
で
、
阪
急
電
鉄
の
基
準
よ
り
，
車
長
で

一
O
O
阻
短
く
、
車
幅
で
一

O
O
阻
広
く
な
っ
て
い
る
。

他
方
、
大
阪
市
交
通
局
で
は
、
当
初
六

O
系
が
千
里
謀

・
京
都

本
線
に
乗
り
入
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
平
成
二
年

(
一
九
九

O)
か

ら
は
、
新
造
の
六
六
系
が
逐
次
導
入
さ
れ
、
今
で
は
、
全
乗
り
入

れ
車
両
が
こ
の
車
両
で
あ
る
。

尚
、
大
阪
市
安
通
局
の
六

O
丞
阜
両
は
、
平
成
三
年

(
一
九
九

い
る
。
し
か
し
、
特
急
列
車
の
停
車
駅
が
増
え
た
近
年
に
至
つ
て

は
二
扉
で
は
乗
降
に
時
間
と
手
間
が
か
か
る
た
め
通
勤
時
間
帯
の

運
用
に
は
不
向
き
な
事
も
あ
り
、
主
に
昼
間
の
時
間
帯
に
運
行
さ

れ
て
い
た
が
、
後
樫
車
両
の
九
三

O
O系
車
両
の
充
実
に
伴
い
、

本
年
一
月
八
日
を
最
後
に
「
特
急
」

・
「
通
勤
特
急
」
と
し
て
の
運

用
か
ら
外
さ
れ
、
現
在
は
正
雀
車
庫
で
「
休
車
」
と
し
て
保
管
さ

れ
て
い
る
。

尚
、
こ
の
車
両
の
一
部
は
、
二

O
O八
年
か
ら
二
扉
の
特
徴
を

残
し
て
窓
を
ワ
イ
ド
化

・
シ
ー
ト
は
ク
ロ
ス
シ

l
ト
を

一
列
+
二

列
と
扉
付
近
を
ロ
ン
グ
シ
!
ト
と
す
る
な
ど
の
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
が

施
さ
れ
、
嵐
山
線
に
て
専
用
車
両
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
シ
!
ト
配
列
は
、
墜
一
ω
電
鉄
の
電
車
と
し
て
は
異
例
の
配
列

で
あ
る
。

こ
の
車
両
は
車
長

一
九
・

O
O
m
・
車
幅
二

・
八
五

mと
阪
急

電
鉄
の
統
一
規
格
よ
り
大
き
く
、
堺
筋
線
に
は
乗
り
入
れ
が
出
来

な
い
。
又
、
千
里
謀
で
も
運
転
さ
れ
て
お
ら
ず
、
千
里
山
線
を
駆

け
た
電
車
で
は
な
い
が
、
阪
急
電
鉄
で
唯
一
の
二
扉
車
両
で
あ
り
、

又
、
ユ
ニ
ー
ク
な
座
席
配
備
に
改
造
さ
れ
た
車
両
で
あ
る
の
で
、

あ
え
て
紹
介
さ
せ
て
戴
く
。

一)
に
全
車
両
が
廃
車
処
分
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
車
両
は
、
昭

和
四
十
五
年
(
一
九
七

O)
に
第
十
回
「
ロ

l
レ
ル
賞
一
を
受
賞

し
て
い
る
。

{注
]
エ
キ
ス
ポ
準
急

大
阪
万
国
博
覧
会
開
催
期
間
中
、
梅
田
1
北
千
里
間
で
運
行
さ

れ
た
梅
田
系
統
と
大
阪
市
営
地
下
鉄
堺
動
操
動
物
園
前
1
北
千
里

問
で
運
行
さ
れ
た
動
物
園
系
統
の
震
守
列
車
で
あ
る
。

停
車
駅
は
、
梅
田
系
統
が
梅
田

・
十
三

・
淡
路

・
吹
田
・
関
大

前
・南
千
里
・
万
国
博
西
只
万
国
博
開
催
時
に
営
業
し
て
い
た
臨

時
窓

・
北
千
里
で
、
動
物
園
系
統
は
動
物
園
前
・
天
神
橋
六
丁
目

聞
は
各
駅
停
車
で
淡
路
以
降
は
梅
田
系
統
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の

準
急
列
車
は
残
念
な
が
ら
千
里
山
駅
に
は
停
車
し
な
か
っ
た
。

又
、
万
国
博
覧
会
開
催
期
間
中
に
は
、
宝
塚
線
宝
塚
1
万
国
博

西
口
聞
及
び
、
神
戸
-
声
速
線
高
速
神
戸
i
万
国
博
西
口
問
で
「
エ

キ
ス
ポ
直
通
」
列
車
が
運
行
さ
れ
て
い
る
。
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L
千
恩
宿
線
を
駆
け
な
か
っ
た
電
車
|

六
三
O
O系
車
両
は
、

二
扉
で
全
席
が
ク
ロ
ス
シ
l
ト
の
京
都

線
特
急
専
用
車
両
と
し
て
、
昭
和
五

O
年
(
一
九
七
五
)
か
ら
昭

和
五
十
三
年
〈
一
九
七
八
)
に
か
け
て
、
二
八
O
O系
の
後
継
車
両

と
し
て
六
十
四
両
が
建
造
さ
れ
、
昭
和
五
十
一
年
(
一
九
七
六
)

に
鉄
道
友
の
会
の
第
十
九
回
寸
ブ
ル
l
リ
ボ
ン
賞
」
を
苓
貧
し
て

ー
四
面
相
車
両
|

平
成
元
年
〈
一
九
八
九
)
か
ら
平
成
七
年
(
一
九
九
五
)
年
に
か

け
て
八
十
四
両
が
建
造
さ
れ
た
八
三

O
O系
は
、
当
初
-
京
都
線

の
急
行
の
み
の
限
定
運
用
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
、
特
急
か
ら

普
通
ま
で
、
又
、
千
里
線
・
堺
筋
線
乗
り
入
れ
に
も
使
用
さ
れ
て

お
り
、
千
堕
宿
練
会
}
走
る
電
車
と
し
て
は
最
新
の
車
両
で
あ
る
。

こ
の
車
両
は
阪
急
電
鉄
創
立
八
十
周
年
を
記
念
し
て
建
造
さ
れ

た
も
の
で
、
車
両
正
面
に
額
縁
テ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
、
左
右
の
窓

も
屋
根
近
く
ま
で
あ
る
大
形
の
も
の
と
し
て
、
そ
の
上
部
に
表
示

幕
を
納
め
、
従
来
の
車
両
正
面
の
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
た
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
建
造
年
度
に
よ
っ
て
デ
ザ
イ
ン
が
少
し
ず
つ
変

え
ら
れ
、
次
の
四
種
類
の
顔
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
が
、
①
の
デ

ザ
イ
ン
の
車
両
は
現
在
走
つ
て
は
い
な
い
。

①
平
成
元
年
建
造
車
両
は
、
正
面
左
右
の
窓
下
に
飾
り
帯
が
付
け

ら
れ
て
い
た
。

②
平
成
三
年
建
造
車
両
は
飾
り
帯
が
な
く
な
る
。
こ
れ
に
併
せ
て
、

平
成
元
年
建
造
阜
の
飾
り
帯
も
外
さ
れ
た
。

③
平
成
五
年
建
造
車
両
は
、
前
面
を
軽
く
「
く
の
字
」
形
に
屈
曲

さ
せ
、
車
番
が
正
面
扉
下
か
ら
左
窓
下
に
移
さ
れ
た
。

④
平
成
七
年
度
建
造
車
両
は
、
正
面
の
左
右
の
窓
を
下
に
広
げ
て

車
番
を
左
窓
の
枠
内
に
表
示
し
た
。
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ー
阪
急
電
鉄
の
最
新
車
両
|

平
成
十
五
年
(
二

O
O三
)
十
月
十
四
日
か
ら
運
用
が
は
じ
ま

っ
た
九
三

O
O系
は
阪
急
電
鉄
の
最
新
車
両
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
車
両
は
、
現
在
、
京
都
線
で
の
み
で
運
用
さ
れ
て
お
り
、
千

恩
藤
に
は
、
ま
だ
乗
り
入
れ
て
い
な
い
。

こ
の
電
車
が
京
都
線
の
お
下
が
り
と
し
て
、
千
里
宿
献
を
走
る
よ

う
に
な
る
の
は
何
時
の
事
で
あ
ろ
う
か
・
.

千
里
山
線
を
最
初
に
走
っ
た
電
車
か
ら
、
現
在
-
千
里
藤
や
是

っ
て
い
る
最
新
の
電
車
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
資
料
を
基
に
、
こ
の

原
稿
を
書
か
せ
て
戴
き
ま
し
た
が
、
北
大
阪
電
気
懇
坦
・
新
京
阪

鉄
道
・
京
阪
電
鉄
時
代
ま
で
の
電
車
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
の

他
に
、
以
外
な
ヒ
ス
ト
リ
ー
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
、
瞥
科
を
調

べ
て
い
て
も
、
新
し
い
発
見
の
連
続
で
楽
し
く
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
、
京
阪
神
急
行
電
鉄
時
代
に
入
り
、
車
両
規
格
が
統
一

さ
れ
て
か
ら
は
、
扶
術
面
で
は
優
れ
た
電
車
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

塗
芭
は
マ
ル

l
ン
色

一
色
で
、

一
見
し
た
だ
け
で
は
、
ど
の
車
両

も
同
じ
よ
う
に
見
え
、
そ
の
上
、
資
料
を
見
て
も
話
題
性
に
乏
し

く
た
だ
、
た
だ
、
系
式
番
号
を
追
う
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

千
里
山
開
発
物
語
に
千
里
山
人
が
書
か
れ
た
「
事
実
、
こ
の
電

車
は
客
車
よ
り
土
運
搬
の
貨
車
の
方
が
数
が
多
く
」
と
言
う
文
書

の
電
車
・
貨
車
に
興
味
を
持
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
「
千
里
山
線

を
駆
け
た
電
車
」
を
三
回
に
わ
た
り
書
か
せ
て
戴
き
ま
し
だ
が
、

内
容
的
に
は
、
会
誌
十

一
号
・
十
二
号
で
、
口
羽
竜
二
さ
ん
が
書

か
れ
た
「
千
里
山
線
想
い
出
の
電
車
た
ち
」
と
重
覆
し
た
所
が

多
々
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
も
と
も
と
「
鉄
チ
ャ
ン
」

と
4=
F
わ
れ
る
鉄
道
マ
ニ
ア
で
な
い
私
で
し
た
が
、
こ
の
原
稿
を
書

い
た
お
陰
で
、
こ
と
、
千
里
山
線
に
関
し
て
は
少
し
通
に
な
っ
た

気
分
で
す
。

参
考
文
献

て
「
車
両
形
式
図
集
」
庭
電
鉄
株
式
会
社
広
報
課
一
九
七
六
年

二
、
「
阪
急
の
電
車
」
阪
急
電
鉄
総
務
部
広
報
課
一
九
八
四
年

三
、
「
広
島
電
鉄
開
業
八
O
年

型

量
O
年
史
」
広
轟
裳
(
啓

一
九
九
二
年

四
、
剛
院
Z
関
口
自
信

g回
き
邑
阪
急
電
鉄
株
式
会
が
蕗
合

一
九
九
九
年

五
、
「
墜
電
車
の
す
べ
て
」
阪
急
電
鉄
盤
去
荘
企
画
編
集

二
0
0
0年

掲
載
し
た
「
ミ
ユ
|ジ
ア
ム
号
」
の
写
真
は
、
本
年
五
月
九
日
、
正
雀
車
庫

に
て
開
催
さ
れ
た
「
阪
急
レ
l
ル
ウ
ェ
イ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
て
撮
影
し
た

も
の
で
す
。

千里山駅エコカー塗装車8300系
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正雀車庫「阪急電鉄 100年ミユージアム号J宝塚線 6000系



千里線乗入大阪市営地下鉄 66系 千里山駅

地下鉄乗入 40周年記念ヘッドマーク付 3300系 聞大前付近


